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去
る
六
月
十
日

・
埼
玉
浄
青
担
当
の
関

ブ
ロ
の
結
集
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
昨
年

鎌
倉
本
山
で
結
集
さ
れ
た
謝
念
を
こ
め
て

埼
玉
県
本
庄
市
の
会
場

へ
参
り
ま
し
た
。

祝
辞
を
述
べ
る
光
栄
を
得
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
ざ

っ
と
申
し
上
げ
ま
す
と
左

記
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

先
日
、
鎌
倉
大
仏
様
の
高
徳
院
に
佐
藤

密
雄
先
生
を
お
訪
ね
し
て
、
藤
吉
法
主
と

私
と
三
人
で
お
話
を
交
わ
し
て
い
る
時
、

何
か
の
は
ず
み
で
私
が

一
つ
お
尋
ね
を
し

ま
し
た
。

「何
故
、
仏
教
が
イ
ン
ド
で
減

び
た
の
で
し
ょ
う
か
Ｌ
そ
れ
は
種
々
理
由

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
最
大
の
理
由
は

仏
教
が
庶
民
大
衆
の
中
に
生
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
「え

ヽ
そ
う
で
す
ね
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
て
、
釈

尊

一
代
八
十
年
の
化
導
の
ご
精
神
を
始
め

て
具
現
さ
れ
た
の
が
実
は
宗
祖
法
然
上
人

の
教
え
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
こ

の
宗
祖
の
ご
精
神
を
体
現
さ
れ
た
の
が
三

祖
上
人
に
違
い
な
い
。
三
祖
様
は
該
博
な

知
識
学
問
に
よ
っ
て
記
主
と
仰
が
れ
る
の

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
各
地
を
教
化

さ
れ
た
多
年
の
ご
苦
労
の
姿
を
、
私
共
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
衆
生
と
共
に
生
き

る
そ
の
ご
精
神
に
よ

っ
て
、
今
日
の
浄
土

宗
を
築
く
基
盤
と
な

っ
て
下
さ

っ
た
。
と

い
う
よ
う
な
事
を
申
し
上
げ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

翻

っ
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
釈
尊
減
後

の
教
団
は
、
出
家
僧
団
と
し
て
釈
尊
の
教

え
を
守
り
戒
律
生
活
に
生
き
た
姿
は

一
面

大
事
な
尊
い
こ
と
で
は
あ

っ
た
が
、
釈
尊

が
入
減
の
そ
の
際
ま
で
倦
む
こ
と
な
く
呆

さ
れ
た
衆
生
摂
化
の
精
神
は
遠
ざ
か
っ
た
。

そ
し
て
イ
ン
ド

・
中
国

。
日
本
と
伝
来
し

た
釈
尊
仏
教
の
本
当
の
精
神
は
宗
祖
の
出

良
忠
上
人
七
百
回
遠
忌
に
当
り

「記
主
禅
師
に
学
ぶ
」

大
本
山
光
明
寺
執
事
長

北

郁

謙

順

上

人

現
に
よ
っ
て
始
め
て
開
顕
さ
れ
、
以
後
の

鎌
倉
仏
教
が
庶
民
の
仏
教
と
し
て
生
き
て

き
た
事
実
を
思
う
と
き
、
法
然
上
人
が
大

師
釈
尊
と
仰
が
れ
た
意
味
を
明
確
に
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
大
権

の
垂
辺
た
る
宗
祖
念
仏
の
精
神
を
実
践
体

現
さ
れ
た
の
が
記
主
禅
師
良
忠
上
人
で
あ

り
ま
す
。

良
忠
上
人
は
二
祖
様
か
ら
お
別
れ
さ
れ

て
以
後
、
九
州

。
中
国
地
方

・
京
洛
か
ら

伊
勢
を
経
て
信
州
に
及
び
、
そ
し
て
関
東

化
導
の
の
ち
鎌
倉
止
住
十
数
年
の
あ
と
、

老
躯
を
鞭
打
し
て
京
都
に
上
ら
れ
た
そ
の

化
教
の
お
姿
を
思
う
と
き
、
衆
生
を
見
す

て
た
ま
わ
ぬ
仏
願
に
生
き
た
大
悲
摂
化
の

実
践
そ
の
も
の
で
あ
り
、
私
共
が
常
に
胸

奥
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
姿
勢
で
あ
り
ま

す
。三

祖
様
に
学
ぶ
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば

「学
問
」
と

「実
践
」
と

「教
化
」
の
三

っ
で
あ
り
ま
し

よ
う
。
浄
青
の
掲
げ
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
は

「自
行
化
他
」
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
体
現
者
が
三
祖
で
あ
り
、
然
も

そ
れ
が
結
帰

一
行
三
味
の
宗
祖
の
念
仏
に

す
べ
て
統
摂
さ
れ
て
生
き
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

今
日
の
時
代
は
形
式
的

。
組
織
的
に
機

構
の
整

つ
た
宗
団
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
結
構
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

が
本
当
に
生
き
生
き
と
生
き
て
い
る
の
か

ど
う
か
が
問
題
で
あ
り
ま
す
。

「仏
作

っ

て
魂
入
れ
ず
」
で
は
困
り
ま
す
。
そ
の
生

命
力
は
各
人
の
魂
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
意

味
か
ら
私
共
自
身
が
本
当
に
念
仏
に
生
き

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
釈
尊
や
三
祖
の
精

神
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

三
思
再
省
す
る
秋
で
あ
り
ま
す
。

と
か
く
私
共
は
誰
か
が
や
れ
ば
よ
い
の

で
、
自
分
に
は
そ
の
力
な
し
と
観
念
す
る

嫌
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
宗
祖
念
仏

の
精
神
に
背
く
も
の
と
存
じ
ま
す
。　
一
人

一
人
が
生
か
さ
れ
る
の
が
念
仏
の
本
義
で

あ
り
ま
す
。
三
祖
も
苦
悩
研
鑽
の
中
か
ら

宗
祖
念
仏
に
帰
結
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

浄
青
諸
師
の
今
後
の
奮
起
精
進
を
心
か
ら

切
に
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

大
本
山
光
明
寺
御
法
主

藤
吉
慈
海
台
下
御
染
筆
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里
見
前
会
長
の
任
期
を
引
き
継

い
で
の

一
年
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
全

浄
青
執
行
部
の
任
期
に
合
わ
せ
、
去
る
四

月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
神
浄
青
定
例
総

会
で

一
年
間
の
任
期
延
長
を
承
認
さ
れ
、

六
十
年
度
も
会
長
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
度
に
お
け
る
神
浄
青

の
大
き
な
活
動
の
も
の
の

一

つ
は
、
来
年

（六
十

一
年
度
）

大
本
山
光
明
寺
で
厳
修
さ
れ

る
良
忠
上
人
七
百
回
遠
忌
法

要

へ
の
参
加
で
あ
り
ま
す
。

遠
忌
法
要
は
昭
和
六
十

一
年

五
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
の

期
間
で
厳
修
さ
れ
ま
す
が
、

大
本
山
光
明
寺
の
要
請
で
四

日
間
の
内

一
日
を
我
神
浄
青

が
法
要
を
厳
修
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

神
浄
青
に
と
り
ま
し
て
大
変

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た

し
ま
す
。
こ
の
法
要
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
具
体
的
な
内
容
作
り
を

行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
浄
青
ら
し
い
特
色

の
あ
る
意
義
深
い
も
の
に
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
遠
忌
法
要
に
は
、
大

本
山
光
明
寺
か
ら
清
掃
な
ら
び
に
準
備
等

の
手
伝
い
の
要
請
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
時
に
は
、
法
要

へ
の
参
加
と

同
様
に
会
員
諸
師
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
昭
和
六
十

一
年
三
月
下

旬
に
予
定
し
て
い
る

「青
年
の
集
い
」
の

開
催
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
年
三
月

に
川
崎
の
教
安
寺
で
開
催
さ
れ
た

「帰
敬

式
」
の
勉
強
会
を
糧
に
、

「帰
敬
式
」
も

し
く
は

「授
戒
会
」
を
青
年
層

を
対
象
に
開
催
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
若

い
人
々
に

一
人
で
も

多
く

「念
仏
を
申
せ
る
人
」
を

育
て
て
い
き
た

い
と
念
願
し
て

お
り
ま
す
。

船
が
出
港
す
る
際
、
大
勢
の

人
々
の
力
が
な
け
れ
ば
迷
走
し

て
し
ま
い
ま
す
。
舵
取
の
人
、

エ
ン
ジ
ン
を
う
ご
か
す
人
、
気

象
を
見
る
人
等
、
そ
れ
に
仏
天

の
加
護
の
お
か
げ
に
よ
り
船
は

大
海

へ
と
航
行
し
ま
す
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
浄
青
会
員
相
互

の
協
力
と
教
区

。
本
山

・
諸
先

輩
上
人
の
ご
指
導
な
し
で
は
浄

清
活
動
の
進
歩
発
展
は
な
い
と

確
信

い
た
し
ま
す
の
で
宜
し
く

ご
支
援
、
ご
助
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
い
ご
に
、
立
派
な
浄
土
宗
僧
侶
と
し

て
の
自
覚
を
も
っ
て
社
会
も
、
檀
家
を
リ

ー
ド
し
、
た
だ
の
墓
守
り
で
は
な
く
社
会

の
た
め
に
つ
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
荒
波
の
社
会
の
船
長
と
し
て
、
我
々

僧
侶
が
い
る
の
で
す
。

良忠上人700回遠忌にむけて

会長  野 中 岳 道

第
十
二
回

第
十
三
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年

会

。
総
会
並
研
修
会
が
、
六
月
十

・
十

一

日
の
両
日
、
埼
玉
教
区
浄
青
主
催
の
も
と

本
庄
市
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於

い
て

行
わ
れ
た
。

「自
信
教
人
信
」
の
大
会
テ
ー
マ
を
掲

げ
た
境
順
正
理
事
長
の
導
師
で
開
白
法
要

が
営
な
ま
れ
、
百
三
十
名
を
数
え
る
参
加

者
に
よ
り
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
基
調
講

演
は
、
東
京
教
区
教
化
団
長
土
屋
光
道
師

に
よ
る

「自
信
教
人
信
」
―
浄
青
会
員
に

対
す
る
提
起
―
と
い
う
お
話
し
を
い
た
だ

い
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
信
濃
デ
ッ
サ
ン

館
々
長
窪
島
誠

一
郎
先
生
に
よ
る

「絵
の

こ
と
、
生
き
る
こ
と
」
の
講
演
が
合
わ
せ

て
あ
り
、　
一
般
の
聴
講
者
を
交
え
て
、
熱

心
に
先
生
方
の
お
話
し
を
拝
聴
し
た
。

夜
は
、
中
華
料
理
を
賞
味
し
な
が
ら
の

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
郷
土
芸
能
や
教
区
対

抗
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
楽
し
み
な
が
ら
ひ

と
と
き
を
過
し
た
。
ま
た
、
二
次
会
や
本

庄
の
町

へ
と
出
掛
け
、
懐
し
い
同
胞
達
と

夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
、
飲
み
、
語
り

合
う

「九
輪
の
波
紋
」
が
、
い
つ
ま
で
も

見
受
け
ら
れ
た
。

第
二
日
目
は
、
眠
い
眼
を
擦
り
な
が
ら

の
、
朝
の
お
つ
と
め
、
各
教
区
活
動
状
況

一月

松

秀

明

報
告
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は

「自
ら
の
自
信
教

人
信
」
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
浄
土
宗
青

年
会
第
二
代
理
事
長
竹
田
英
宣
師
、
第
三

代
金
田
進
徳
師
、
第
四
代
江
口
定
信
師
よ

り
貴
重
な
体
験
談
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
、
九
テ
ー
ブ
ル
に
分
れ
た
会

員
が
、
三
師
に
対
す
る
質
問
や
意
見
を
ま

と
め
、
改
め
て
質
疑
応
答
を
行
う
な
ど
、

積
極
的
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
姿

勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

短
い

一
泊
二
日
の
大
会
で
は
あ

っ
た
が

来
年
も
ま
た
、
群
馬
大
会
で
会
う
こ
と
を

約
束
し
て
閉
会
し
た
。

関
ブ
ロ
大
会
報
告
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全
浄
青
の
状
況

代
表
者
研
修
会
報
告
を
中
心
と
し
て

伊

藤

彰

哲

全
浄
青
の
事
業
と
し
て
は
、
研
修
会
活

動
と
し
て
、
中
央
研
修
会
と
代
表
者
研
修

会
が
あ
り
ま
す
。

中
央
研
修
会
は
、
テ
ー
マ
の
敷
行
と
推

進

・
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と
し
、
昨

年
は
、

「青
年
に
念
仏
を
」
―
さ
ま
ざ
ま

は
地
域
と
機
根
を
見
つ
め
て
―
の
テ
ー
マ

の
下
、
第
十
四
回
中
央
研
修
会
が
、
宮
城

県
秋
保
温
泉
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
の
も
と
、
基
調
講
演

に
仏
教
大
学
助
教
授

。
広
瀬
卓
爾
先
生
を

迎
え
、
二
三
二
名
と
い
う
史
上
最
高
の
参

加
者
を
得
て
大
盛
況
裡
に
円
成
致
し
ま
し

た
。

（詳
細
は

「青
年
浄
土
」
第
二
二
号

参
照
）

代
表
者
研
修
会
は
、
各
教
区
代
表
と
将

来
の
人
材
育
成
及
び
浄
青
の
組
織
強
化
を

目
的
と
し
、
今
年
二
月
二
十
六
～
二
十
七

日
の
両
日
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
の
下
、

大
本
山
増
上
寺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。テ

ー
マ

「全
浄
青
の
現
状
と
展
望
」
の

下
、　
ａ
、
研
修
会
に
つ
い
て
。
ｂ
、
救
済

活
動
に
つ
い
て
。　
ｃ
、
全
国
在
家
青
年
会

に
つ
い
て
。
の
三
分
科
会
に
分
か
れ
、
全

浄
青
の
将
来
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
、
熱
の
こ
も

っ
た
討
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

ａ
、
分
科
会

「研
修
会
に
つ
い
て
」
で

は
、
中
央
研
修
会
と
代
表
者
研
修
会
に
つ

い
て
、
位
置
づ
け

。
日
程

・
会
場

。
テ
ー

マ
。
内
容
等
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
開
催
時
期

ｏ
日
程
共
現
行
通
り
、
開
催
地
に
つ
い
て

も
同
様
で
、
基
本
的
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
持
ち

回
り
が
理
想
的
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て

は
方
法
論
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

代
表
者
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
中
研
と

代
研
の
両
者
の
位
置
づ
け
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
目
的
か
ら
、
多
人
数
の
出
席
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
各
教
区
の
代
表
二
名
に
よ
り
、

真
剣
な
態
度
で
研
修
を
持
つ
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
教
区
に
持
ち
帰
り
実
践
に
役
立

つ
も
の
、
教
区
で
の
問
題
等
を
研
究
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。
開
催
地
は
、
交
通
の
便
等

も
一考
慮
し
、
大
都
市
の
寺
院

（或
は
大
本

山
）
で
よ
い
が
、
当
該
教
区
の
負
担
も
考

え
多
少
の
移
動
、
持
ち
回
り
も

一
考
、
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ｂ
、
分
科
会

「救
済
活
動
に
つ
い
て
」

で
は
、
現
在
の
全
浄
青
の
救
済
活
動
の
問

題
点
と
し
て
、
即
応
体
制

・
基
金

・
災
害

救
助
法
の
発
令
さ
れ
な
い
場
合
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

即
応
体
制
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

一

年
十

一
月

一
日
実
施
の

「全
国
浄
土
宗
青

年
会
救
済
セ
ン
タ
ー
」
規
則
が
あ
り
、
そ

れ
に
基
き
被
災
地
の
救
済
活
動
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に

は
、
救
済
対
象
が

「
国
の
災
害
救
助
法
の

適
用
さ
れ
た
被
災
者
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
義
援
金
、

実
質
的
救
済
活
動
等
を
行
う
の
で
あ
る
が
、

災
害
救
助
法
発
令
後
と
い
う
制
約
が
あ
る

た
め
、
災
害
救
助
の
要
で
あ
る
即
応
体
制

が
と
れ
な
い
。
そ
の
点
を
考
慮
し
、
現
時

点
で
は
、
ま
ず
し
っ
か
り
と
し
た
体
制
作

り
が
急
務
で
あ
る
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
六
十
年
二
月
二
十

日
現
在
の
救
済
セ
ン
タ
ー
基
金
は
百
十
二

万
六
千
百
八
円
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
基

金
で
は
満
足
な
活
動
が
出
来
な
い
。
だ
か

ら
、
ま
ず
基
金
確
保
が
急
務
で
あ
る
。
そ

の
方
法
と
し
て
、
各
教
区
で
恒
例
的
に
行

っ
て
い
る
募
金
活
動
か
ら
の
拠
出
、
教
区

負
担
金
等
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

に
加
え
、
災
害
発
生
時
の
街
頭
募
金
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
等
も
必
要
で
あ
る
。
又
、
今

後
は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
さ
れ
な
い
、

海
外
救
援
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
等
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

ｃ
、
分
科
会

「全
国
在
家
青
年
会
に
つ

い
て
」
で
は
、
全
国
在
家
青
年
会
結
成
は
、

寺
院
に
属
す
る
総
て
の
会
は
、
寺
門
の
興

隆
、
浄
土
宗
の
念
仏
弘
宣
を
目
的
と
す
る

と
い
っ
た
、
我
々
が
大
目
的
と
す
る
総
て

の
条
件
と
合
致
す
る
。
だ
か
ら
、
結
成
の

為
の
手
引
書
を
作
成
し
、
在
家
青
年
会
結

成
の
呼
び
か
け
を
是
非
し
て
ほ
し

い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
浄
青
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え

た
上
で
、
組
織
の
強
化
と
更
な
る
前
進
を

期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
昨
年
十

一
月
に
各
教
区
浄
青

活
動
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
年
五

月
に
そ
の
ま
と
め
が
出
来
上
り
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
を
も
と
に
教
区
浄
青
の
組
織

・
活
動
の
活
性
化
等
に
利
用
戴
け
れ
ば
幸

甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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(5) 浄 青 神 奈 川 昭和60年 10月 1日

関
ブ

ロ
大
会
に
五
名
、
そ
の
他
、
夏
期
僧

堂

。
光
明
寺
清
掃
奉
仕
開
山
忌

。
十
夜
念

仏
行
進
に
も
参
加
者
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
近
況

ｏ
結
婚
　
　
　
　
一
行
寺
　
吉
水
智
栄
師

ｏ
副
住
職
認
証
　
良
忠
寺
　
森
本
祐
康
師

善
養
寺
　
古
庄
良
源
師

一
行
寺
　
吉
水
智
栄
師

大
光
院
　
宮
林
雄
彦
師

専
念
寺
佐
々
木
敬
易
師

●
小
田
原
組

昨
今
の
小
田
原
浄
青
は
、
田
資
質
向
上

②
連
携
強
化
、
０
照
顧
脚
下
、
四
照
世
間

の
四
つ
の
目
標
を
か
か
げ
て
活
動
に
と
り

組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
の
主
な
活
動
を

次
に
紹
介
し
ま
す
。

①
通
夜
念
仏

―

大
本
山
光
明
寺
に
て
、

組
内
十
七
名
、
組
外
十
名
と
多
数
の
参

加
を
得
て
実
施
。
夜
ふ
け
の
ラ
ー
メ
ン

と
朝
が
ゆ
の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

②
法
式

―

大
河
内
義
雄
先
生
を
お
招
き

し
て
の
礼
讃
の
研
修
と
、
西
念
寺
北
郁

上
人
ご
指
導
に
よ
る
諷
誦
文
研
修
。

③
教
学

―

常
念
寺
村
瀬
上
人
に
よ
る
、

「選
択
集
」
の
講
義
。

④
托
鉢

―

十
二
月
納
め
の
御
忌
会
に
行

な
う
毎
年
恒
例
の
歳
末
助
け
あ
い
托
鉢
。

今
回
は
十
八
万
円
余
の
浄
財
を
ア
フ
リ

カ
ヘ
。
昼
食
の
ご
供
養
は
、
無
量
寺
お

檀
家

「音
羽
」
に
て
。

⑤
広
報

―

毎
月
、
手
書
き
の
コ
ピ
ー
刷

り
新
聞
を
発
行
。
い
ろ
ん
な
人
の
字
が

登
場
す
る

〃ほ
の
ぼ
の
情
報
紙
″

⑥
家
族
親
睦
会

―

御
殿
場
冒
日士
見
窯
」

に
て
陶
芸
と
ス
イ
カ
割
り
。
神
浄
青
野

中
会
長
親
子
も
参
加
。

⑦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

―

今
回
の
優
勝
は

Ｏ
Ｂ
の
小
杉
師
。
ガ
ン
バ
ッ
テ
マ
ス
／

会
員
の
近
況

〈晋
山
〉

常
光
寺
　
阿
川
文
叡
師

春
光
院
　
石
川
邦
雄
師

〈新
入
会
員
〉

心
光
寺
　
柴
田
幸
博
師

〈ト
ピ

ッ
ク
ス
〉

常
光
寺
　
阿
川
文
叡
師
…
第
四
子
誕
生

大
見
寺
　
木
村
敦
英
師
…
正
大
副
手
就

任

当
、
鎌
倉
組
も
発
足
以
来
八
年
目
を
迎

え
、
組
織
と
し
て
の
体
制
も
よ
う
や
く
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

年
間
事
業
と
し
て
の
港
南
組
合
同
の
法

式
講
習
会
、
三
浦
組
合
同
の
年
末
托
鉢
募

金
等
も
着
実
に
そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
組
は
兼
職
者
も

多
く
事
業
活
動
時
の
会
員
動
員
に
は
、
今

一
つ
欠
け
る
と
こ
ろ
が
有
り
ま
す
。
又
、

現
執
行
部
は
大
半
の
者
が
年
令
三
十
代
後

半
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
間
に
若
手
会
員

の
参
加
を
積
極
的
に
促
し
て
ゆ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

又
、
五
十
九
年
度
、
六
十
年
度
、
と
当

組
内
よ
り
野
中
岳
道
師
を
神
奈
川
浄
青
会

長
と
し
て
送
り
出
し
て
お
り
、
組
内
会
員

も
組
浄
青
並
び
に
県
浄
青
と
多
忙
な
年
と

な
り
ま
し
た
。

本
年
は
役
員
改
選
の
年
で
あ
り
新
し
い

執
行
部
は
次
の
通
り
で
す
。

（絵
。長〈バ計　鳥居真理

事
務
局
　
　
國
松
俊
康

又
、
昨
年
十
二
月

。
大
本
山
増
上
寺
に

於
て
、
鎌
倉

。
西
念
寺
富
田
浩
雅
、
横
須

賀

。
正
業
寺
渡
部
俊
賢
の
両
君
が
加
行
を

成
満
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待

致
し
ま
す
。

●
鎌
倉
組

第 4回子ども修養会

●
港
南
組

六
十
年
度
港
南
浄
青
は
、
高
島
会
長
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
成
役
員
選
出
。
よ

り
多
く
の
会
員
の
参
加
を
主
眼
と
し
、
「念

の
充
実
を
め
ざ
し
て
」
を
、
テ
ー
マ
に
自

行
、
化
他
、
和
合
の
実
践
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。

研
修
活
動
と
し
て
は
、
布
教
研
修
を
三

回
、
鎌
倉
浄
青
と
共
催
で
行

っ
て
い
る
法

式
研
修
を
四
回
実
施
、
会
員
相
互
の
研
鑽

を
深
め
て
い
ま
す
。

教
化
活
動
と
し
て
は
、
全
浄
青
テ
ー
マ

「青
年
に
念
仏
を
」
を
受
け
て
、
組
内
寺

院
青
年
檀
信
徒
と
、
教
化
の

一
助
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
企
画
、
五
月
十
九
日

に
原
宿

。
大
運
寺
檀
信
徒
と
大
運
寺
近
く

の
広
場
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
両
チ
ー
ム ディズニーランドにて
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昭和60年 10月 1日 浄 青 神 奈 川 (6)

総
勢
二
十
五
名
で
開
催
、
試
合
後
和
や
か

な
内
に
親
睦
を
計
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

十
二
月
下
旬
に
は
、
戸
塚
駅
前
に
て
歳
末

助
け
合

い
募
金
を
行

い
ま
す
。

親
睦
活
動
と
し
て
は
、
七
月
二
十
六
日

東
京
デ
イ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド

ヘ
、
見
学
と
家

族
親
睦
を
兼
ね
て
実
施
。
独
身
会
員
四
名

を
含
め
二
十
八
名
の
参
加
を
得
て
無
事
終

了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
九
月
十
六
日
に
は
、
毎
年
恒
例
で

あ
る
港
北
浄
青
と
の
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
及
び
両
組
の
家
族
親
睦
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
ｃ

会
員
近
況

加
行
成
満
　
中
田
寺
　
香
川
法
雄

新
入
会
員
　
一三
仏
寺
　
±
‐・
川
順
司

●
港
北
組

港
北
浄
青
は
、
昨
年
設
立
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
十
年
間
の
港
北
浄
青
の

歩
み
を
ふ
り
か
え

つ
て
ム
ま
す
と
、
機
関

紙

「港
北
浄
青
」
の
発
行
、
善
導
忌
の
記

念
講
演
会
や
本
山
か
ら
講
師
を
お
迎
え
し

て
の
法
式
講
習
会

・
研
修
会
、

「花
ま
つ

り

。
子
供
大
会
」
の

一
般
児
童
を
対
象
と

し
た
情
操
教
化
事
業
、
港
南
浄
青
と
の
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ら
び
に
家
族
親

睦
会
の
、
浄
青
会
員
相
互
の
交
流
を
は
か

り
親
睦
を
深
め
る
事
業
等
、
数
多
く
の
浄

青
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
会
員
が
減
少
し
浄
青
活
動
が
思
う
に

ま
か
せ
な

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
打
開

策
と
し
て
、
浄
青
を
組
組
織
に
入
れ
て
い

た
だ
き
、
組
教
化
分
団
と
の
連
携
や
組
か

ら
多
大
な
財
政
的
援
助
を

い
た
ざ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
神
浄
青
や
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
浄
青

等
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
少
し

で
も
港
北
浄
青
の
活
動
に
停
滞
が
な

い
よ

う
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。試 合 結 果

鰤璽』重藍■』』

可 夏

第 1試合 1 2 4 5 計

港南。イヽ田原 0 0 0 0 1 1

京浜・港北 0 0 0 1 1 2

一弔
二
回
帥
力
晴
ソ
フ
ト
ボ
‐
ル
大
会

見

裕

車員

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
九
日
（月
）
、

神
浄
青
教
区
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
、
横
須
賀
市
追
浜
球
場
に
お
い
て
午

前
十

一
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
曇

っ
て
お
り
肌
寒

い
天
候
で

あ

っ
た
が
、
参
加
総
数
三
十
三
名
と
い
つ
、

他
の
行
事
で
は
な
か
な
か
揃
わ
な

い
よ
う

な
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
人
員
上
、
チ
ー
ム
編
成
と
し

て
は
、
京
浜
、
港
北
、
高
座
の
チ
ー
ム
と

港
南
、
小
田
原
の
チ
ー
ム
、
鎌
倉
と
三
浦

の
チ
ー
ム
の
計
三
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試

合
を
行

っ
た
。
各
チ
ー
ム
共
、
現
役
、
０

Ｂ
、
知
り
合
い
の
中
よ
り
厳
選
？
さ
れ
た

精
鋭
が
出
場
、
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が
展

開
さ
れ
た
。

第 2試合 1 2 3 4 5 計

鎌倉 三浦 0 0 1 1 0 2

京浜・港北 1 2 0 4 × 7

2位決定戦 1 2 3 4 5 計

鎌倉 三浦 0 5 0 0 0 5

港南・小田原 0 0 3 0 2 5

試合前
″
おい がんばれよ

″
優 勝 チ ー ム
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又
、
普
段
な
か
な
か
浄
青
活
動
に
参
加

出
来
な
か

っ
た
会
員
も
、
こ
の
時
と
ば
か

り
に
活
躍
し
今
後
の
神
浄
青
の
活
気
あ
る

活
動
を
期
待
さ
せ
た
。

結
局
試
合
結
果
は
、
二
勝
し
た
京
浜

・

高
座

・
港
北
の
連
合
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

二
位
決
定
戦
は
五
対
五
の
引
き
分
け
と

な
り
、
仲
良
く
同
点
の
二
位
と
な

っ
た
。

関
ブ
ロ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十

一
月
十

一
～
十
二
日
２

泊
二
日
）

群
馬
県
に
あ
る
伊
香
保
温
泉
に
て
第
二
回

関
ブ

ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

神
浄
青
か
ら
も
多
数
参
加
致
し
ま
し
た
。

十

一
日
は
伊
香
保
温
泉
に
て
懇
親
会
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
試
合
前

の
栄
気
を
養

い
、
翌
十
二
日
渋
川
市
の
市

民
グ
ラ
ン
ド
で
、
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

前
年
度
優
勝
の
わ
が
神
浄
青
は
、
今
大

会
に
お
い
て
も
優
勝
チ
ー
ム
の
筆
頭
に
上

げ
ら
れ
て
は
い
た
が
、
他
チ
ー
ム
の
マ
ー

ク
が
激
し
く
、
リ
ー
グ
三
位
と
い
う
と
て

も
不
本
意
な
成
績
に
留
ど
ま

っ
て
し
ま

っ

た
。ま

た
、
場
所
が
河
川
敷
で
あ
り
上
州
名

物
の
「
カ
ラ
ッ
風
」
が
強
く
、
砂
ぼ
こ
り
が

ひ
ど
く
度
々
試
合
が
中
断
す
る
程
で
、
精

神
力
を
集
中
出
来
な
か

っ
た
の
が
敗
因
で

は
な
い
か
と
思
う
。

来
年
は
、
チ
ー
ム

一
九
と
な
り
、
Ｖ
奪

回
を
期
待
し
た

い
。

十
夜
法
要

。
念
仏
行
進

野

呂

幸

忍

昭
和
五
十
九
年
十
月
十
四
日
例
年
通
り

光
明
寺
十
夜
法
要
に
お
け
る
念
仏
行
進
を

神
浄
青
会
員
十
数
名
と
共
に
、
鎌
倉
駅
ま

で
行
進
し
、
駅
前
に
お
い
て
街
頭
説
法
を

二
十
分
ほ
ど
行
い
、
光
明
寺

へ
と
一戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昼
食
後
、
唱
導

師
で
あ
る
中
田
寺
住
職
香
川
隆
善
上
人
の

行
列
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
尚
、

本
年
度
は
長
野
県
の
王
滝
村
で
大
き
な
地

震
災
害
が
あ
り
、
神
浄
青
と
し
て
も
、
義

援
金
を
災
害
地
に
送
る
事
を
決
定
し
、
唱

導
師
が
光
明
寺
本
堂
に
入
堂
後
、
光
明
寺

境
内
に
お
い
て
、
参
拝
者
の
皆
様
よ
り
浄

財
を
頂
く
為
、
会
員
が
本
堂
前
、
山
門
と

四
ヶ
所
に
分
散
し
て
募
金
活
動
を
行
い
、

約
二
時
間
ほ
ど
で
十
数
万
円
の
浄
財
を
集

め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
浄
財
は
全

浄
青
を

へ
て
王
滝
村

へ
送
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
光
明
寺
参
拝
者
の
皆
様
の
暖
か
い

お
心
に
感
謝
し
、
念
仏
行
進
の
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
八
回

花
ま
つ
り
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

去
る
四
月
二
十
日
、
釈
尊
の
降
誕
会
を

祝
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る

「花
ま
つ
り

・
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

教
区
内
多
数
の
寺
院
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

食
料
品
等
の
生
活
必
需
品
を
金
沢
母
子
寮

へ
贈
り
、
あ
わ
せ
て
施
設
の
子
供
達
と
、

「花
ま
つ
り
」
の

一
日
を
楽
し
く
有
意
義

に
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
こ
の
企
画

も
本
年
で
八
回
を
む
か
え
た
。
浄
青
会
員

が
行
う
手
品
や
ゲ
ー
ム
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
母
親
と
共
に
子
供
達
が
歓
喜
し
、
ま

た
誕
生
仏
に
合
掌
す
る
姿
は
ま
さ
に

「花

ま

つ
り
」
に
ふ
さ
わ
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

去
る
８
月
２８

。
２９
日
、
名
古
屋

（名
鉄

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
を
会
場
に

「青
年
に

念
仏
を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
公
開
討
論

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
化
の
実
際
に
つ

い
て
四
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
っ
て
熱
の
こ

も
っ
た
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「教
化

者
は
対
象
を
見
極
め
て
、
自
己
満
足
に
陥

い
ら
な
い
よ
う
反
省
し
な
が
ら
、
客
体
で

長

谷

川

光

順

あ
る
地
域
の
持
っ
て
い
る
文
化
性
を
充
分

に
認
識
し
な
が
ら
、
教
化
の
実
を
あ
げ
て

ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
…
ピ
と
い
う
よ
う
な
結
論
に
達
し
ま
し

た
。実

際
に
教
化
に
携
わ

っ
て
い
る
人
達
の

話
は
、
実
に
力
強
い
も
の
だ
ナ
ー
と
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
十
五
回

全
浄
中
央
研
修
会
に
参
加
し
て
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幸
陥
γ
　
　
　
》
靭

Ｏ
ｃ
準
摯

しヽ
童
孟
回
￥
彰

哺
彰
⑫
寺
具

》
幼
抑

》
幼
抑
昇
￥
ツ
ヨ
０

し
童
孟
（熙

一
）回
Ｉ
彰

幸
陥
平
　
立〉
童
醗
回
□
彰

宗
研
当
聯
￥

》
￥
ヾ
乙
４
ロ
エ
凶
回
〓
窮

叫
上
ビ
回

し
中
ビ
日

叫
上
ビ
〓

叫
上
ビ
〓

ビ

〓

ビ

一

し
上
ビ
＋

日

一
＋
〓
～
日
＋
〓
ビ
＋

》
￥
ヾ
乙
ム
当
回
〓
彰
　
日
□
＋
〓
ビ
＋

７

影
つ
０
更
蜀
謳
り
蚤
ヨ
ン
＋
日
回
＋
ビ
＋

キ
艶
年
　
■
率
讐
撃
撃
摯
＋
　
的
Ｔ
ビ
＋

》
童
■
回
〓
窮
　
　
　
ビ
γ

》
幼
投
￥
中
り
↓
回
Ｉ
＋
窮

日
γ
＋
〓
～
日
Ｙ
＋
〓
ビ
Ｙ

●
尋
士
票
副
靡
亘

日

一
＋
〓
～
日
γ
＋
〓
ビ
キ

尋
宰
暫
事
騨
〓
甲
国
キ
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